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「新しい保健体育」では，性の多様性に配慮し，以下の章末資料を掲載しました。

　LGBTは，レズビアン（女性同性愛者），ゲイ（男性同性愛者），バイセクシュアル（両性愛者），トラン
スジェンダー（体の性と心の性が一致しない人 ) の頭文字を取った単語で，セクシャルマイノリティ（性
的少数者）の総称の一つです。LGBTという単語が知られるようになるにつれ，セクシャルマイノリティ
は L・G・B・Tの 4パターンに分けられると認識する人も増えてきました。しかし，実際には，Q

＊
（クエ

スチョニング，クィア），A（アセクシュアル）その他，多様なセクシャリティが存在します。そして，そ
れらを含めて表現するために，LGBTでなく，LGBTQ，LGBTQ+などと表現する場合もあります。こ
のように，LGBTに関連する用語は，考え方や立場などによって少しずつ違い，新しい研究や知見などに
よって変化していく傾向にあります。
　「新しい保健体育」では，大切なのは用語を覚えることやセクシャリティを分類することではなく，性は
多様であることを理解し，「自分らしさ」「その人らしさ」を尊重できるようになることであると考え，あ
えて LGBTという言葉を掲載せず，セクシャルマイノリティの方の体験談を掲載しました。資料の「やっ
くん」は実在の人物です。資料を読んで，生徒が「自分がやっくんの立場だったら…」「自分がやっくんの
友達だったら…」と考えを深めてくれることを願っています。

＊	Q　クエスチョニング…自分の性自認や性的指向が定まっていない人。クィア…セクシャルマイノリティの総称。
	 A　アセクシュアル…誰に対しても恋愛感情や性的欲求をもたない人。

なぜ LGBTという言葉を使わなかったのですか？


